
高等学校第２学年数学科学習指導案 

日時 平成２５年  月  日（ ） 

                     指導者 教諭 相葉 忠臣   
 
１ 単元名 数学Ⅱ 第 3 章 図形と方程式 第３節 軌跡と領域  
 
２ 単元について 

（１）ねらいについて 

この章では、平面図形とそれを表す方程式や不等式との関係を学ぶ。座標を用い

て直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に表現して調べる解析

幾何学における方法を学び、その有用性を感じたい。 
この単元では、図形を与えられた条件を満たす点の集合としてみる考えの理解を

さらに深めていく。方程式を満たす点の集合が座標平面上の軌跡を表すことを理解

し、軌跡が直線や円またはそれらの一部となるような簡単な場合について、実際に

軌跡を求められるようにしたい。 
また、不等式を満たす点の集合が座標平面上の領域を表すことを理解したい。領

域の境界線が直線あるいは円となるような簡単な場合について、いくつかの不等式

で表わされる領域を求めたり、逆に領域を不等式で表したりして、平面図形と不等

式の関係について理解を深めたい。さらには、不等式の表す領域を線形計画法など

に活用する活動を通して、その有用性を感じたい。 
 

（２）生徒の実態について 

 
  ※ 省略 

 
（３）指導にあたって 

○ 中学校での既習事項として、関数のグラフについて考察する立場から直線や 
放物線を扱っている。円の基本的知識も中学校や高等学校数学Aで扱っている。 

○ 基礎・基本の定着を重視し、丁寧に、繰り返し指導することにより、確実に

定着させる。 
○ 既知の学習内容でも、必要な知識は事前に提示し、つまずきを減らす。 
○ 図を描くことが多くあるため、丁寧な書き方など細やかな指導をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＣＴ活用のポイント 

①教師の活用 

・既習事項を振り返る際に、教科書の内容を分かりやすく提示するために活用する。 

・課題の共通理解を深める際に、教科書の図を拡大し提示する。 

・授業内容を振り返る際に、内容をスムーズに提示するために活用する。 



３ 単元の目標 

・座標や式を用いて、直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に表

現することができる。 
・座標を用いて、2 点間の距離、線分の内分点・外分点、点相互の位置関係を表す

ことができる。 

・平面上の直線を x と y の 1 次方程式 で表し、円と直線、2 直線間の位置関係な

どの考察に活用することができる。 
・平面上の円を x と y の 2 次方程式で表し、円と直線の位置関係などの考察に活用

することができる。 
・軌跡について理解し、求めることができる。 
・直線や曲線によって分けられる領域と不等式との関係について理解し活用できる。 

 
４ 評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 
・点が満たす条件か

ら得られた方程式

がどのような図形

を表しているかを

考察しようとす

る。 
・線形計画法では、

条件として与えら

れた不等式の表す

領域を図示するこ

とにより、鮮やか

に最大値・最小値

を求めることに関

心を持っている。 
・不等式を含む命題

を、不等式の表す

領域を用いて証明

することに関心を

持っている。 

・直線や円などを、条

件を満たす点の集合

として考えている。 
・平面上の点の軌跡を、

座標平面を利用して

考察している。 
・不等式の満たす点の

集合を、平面上の領

域として考えてい

る。 
・条件の真理集合を考

えることにより、命

題の真偽を真理集合

の包含関係として考

察している。 

・点が満たす条

件から得られ

た方程式を、

図形として表

している。 
・図で与えられ

た領域を不等

式で表してい

る。 
・線形計画法で

は（x,y の１次

式）＝k とおい

て、この式が

直線を表して

いる。 

・軌跡の定義を理

解し、与えられ

た条件を満た

す点の軌跡を

求めている。 
・不等式の表す領

域を図示して

いる。 
・領域を利用する

１次式の最大

値・最小値の求

め方を理解し

ている。 
・領域を利用し

て、命題を証明

している。 
 

 
５ 指導計画 

第３章 第３節 軌跡と領域 
１．軌跡と方程式     ２時間 

２．不等式の表す領域   ３時間（本時３時間目） 

 
 



６ 本時の目標 

（１）目標  線形計画法で、1 次式の最大値・最小値を、図を活用して求めること

ができる。 

（２）本時の展開 

過

程 
学習活動、主な発問（T） 

予想される生徒の反応（C） 
指導上の留意点・評価 備考 

ICT 活用 
導

入 
５

分 

１ 前時までの振り返り 
①不等式と領域の関係を確認する。 
本時の目標を確認する。 

 【一斉】 

・特に境界線が直線である領域につ

いて再確認する。 
 
 

教科書の

図の提示 
【書画カ

メラ】 
展

開 
40
分 

２ 問題を解く 
（１）応用例題８ 
x, yが4つの不等式x ≥ 0,  y ≥ 0,   

2x + 3y ≤ 12,  2x + y ≤ 8を満た

すとき、x + yの最大値および最小

値をもとめよ。 
     【一斉】 

 
 
 
 
 
・領域を表す凸四角形の頂点座標を

求めさせる。 
 
・x+y=k とおいて、k の最大値およ

び最小値を求める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）練習４３ 
x, yが4つの不等式x ≥ 0,  y ≥ 0,   

3x + y ≤ 9,  x + 2y ≤ 8 
を満たすとき、2x+y の最大値お

よび最小値を求めよ。 
【個別】 

・4 つの不等式を満たす領域を図示

する。 
・図は丁寧に書くように指導する。 
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・直線 y=－x+k を領域と重ねて図示

し、また、領域内の格子点の座標

（x,y）が 1 次式 x+y の値を決め

ることを確認する。 
・領域に含まれる点（x,y）の中で、

x+y を最大・最小にする点がある

ことを強調する。 
・直線 y=－x+k を領域と重ねて図示

し、直線を平行移動させることで、

k の最大値および最小値を鮮やか

に求められることを紹介する。 
 
 
【評価基準】 

・条件として与えられた不等式の表

す領域を図示することができる。 
・x+y=k とおいて、この式が直線を

あらわすことを利用できる。 
【知識・理解】【表現・処理】 

教科書の

図の提示 
【書画カ

メラと黒

板の併

用】 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



・板書された解答の確認をする。       

【一斉】 
 
 
 
 
（３）演習問題 B－１４ 
ある工場では、製品 X,Y を製造し

ている。それらを製造するには原料

a,b が必要で、X,Y を１kg 製造する

ために必要な原料の量と、原料の在

庫量は右の表のとおりである。ま

た、X,Y 1kg 当たりの利益はそれ

ぞれ 1 万円、2 万円である。原料の

在庫量の範囲で、最大の利益を得る

には、X,Y をそれぞれ何 kg 製造す

ればよいか。 
   【個別】 

 
 
 
 
 
 
 
（４）板書の解答を確認する。 

【一斉】 

・生徒を指名して解答を板書させる。 
・机間指導を行い生徒の理解度を確

認する。 
・言葉の使い方、解答の書き方が適

切かどうか確認する。 
 
【評価基準】 

・線形計画法の有用性に気づき、意

欲的に課題を解決しようとする。 
【意欲・態度】 

・領域を利用する 1 次式の最大値・

最小値の求め方を理解している。 
【知識・理解】【表現・処理】 

 
 
 
 
 

・製品 X,Y の量をそれぞれ x,y とす

ると、条件よりx と yに次の 4 つの不

等式 
x ≥ 0 , y ≥ 0 , 10x + 30y ≤ 300 ,  
20x + 20y ≤ 400が成り立つ。 
 
・図を書いて、課題を確認するとと

もに、おおよその答えを予測させ

る。 
・生徒を指名して解答を板書させる。 
・用語や言葉の使い方を確認する。 

 原料 a 原料 b 
X 10kg 20kg 
Y 30kg 20kg 

在庫 300kg 400kg 

不等式が

表す領域

を提示す

る。 
【書画カ

メラ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
不等式の

表す領域

の図の提

示【書画

カメラ】 
ま

と

め 
５

分 

３ 本時のまとめ 
・次回の予告 
・宿題の提示      【一斉】 

 
 

応用例題

８の図の

提示 
【書画カ

メラ】 
 


